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先
月
、
節
分
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

岐
阜
県
岐
阜
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
節

分
と
い
え
ば
成
田
山
の
節
分
祭
り
の
映
像
を
テ

レ
ビ
で
見
て
、
こ
ん
な
大
き
な
節
分
祭
り
が
あ

る
ん
だ
ぁ
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
ま
さ
か
自
分

が
あ
の
場
所
に
立
た
せ
て
頂
け
る
な
ん
て
と
っ

て
も
光
栄
で
し
た
。

　

成
田
山
の
す
ぐ
近
く
に
流
れ
る
木
曽
川
を
越

え
る
と
す
ぐ
岐
阜
県
に
入
り
ま
す
。
地
元
な
の

で
犬
山
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
へ
家
族
と
出
掛
け
た

思
い
出
や
川
で
遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
と
い
え
ば
川
。

　

海
と
い
う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
内
陸

県
の
岐
阜
県
民
の
私
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
シ
ョ
ー

ト
パ
ン
ツ
で
川
へ
入
っ
て
、
川
原
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
花
火
を
し
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

　

川
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
泳
い
で
、
急
に
深
く

な
る
川
の
特
徴
な
ど
を
肌
で
感
じ
て
覚
え
ま
し

た
。
逆
に
初
め
て
海
で
泳
い
だ
と
き
は
、
海
水

の
し
ょ
っ
ぱ
さ
や
体
が
自
然
に
浮
く
の
に
驚
き

ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
海
よ
り
川
遊
び
の
方

が
ハ
ー
ド
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

冬
は
雪
山
へ
行
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
流
行
っ
て
い
た
の
で
私
も

マ
イ
ボ
ー
ド
を
持
っ
て
友
達
と
み
ん
な
で
滑
る

の
が
毎
年
の
恒
例
行
事
に
な
り
、
上
京
し
て
か

ら
も
し
ば
ら
く
は
仲
間
と
集
ま
っ
て
ス
キ
ー
場

へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
仲
間
達
は
結
婚
し
、
母
に
な
り
一
緒

に
ス
キ
ー
場
へ
行
く
機
会
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
先
日
行
わ
れ
た
成
田
山
の
節
分

祭
り
に
は
駆
け
付
け
て
く
れ
て
豆
ま
き
に
も
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

何
十
年
経
っ
て
も
昔
と
変
わ
ら
ず
一
緒
に
い

て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
で

す
。
お
祭
り
で
出
会
っ
た
方
々
か
ら
も
、
応
援

し
て
い
る
よ
、
い
つ
も
見
て
る
よ
と
、
温
か
い

声
援
や
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
せ
て
頂
き
力
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
も
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

　

節
分
祭
り
で
私
に
も
た
く
さ
ん
の
福
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊

田

曜

子

﹁
笑
う
門
に
は
福
来
る
﹂

花
ま
つ
り

四
月
七
日
～
九
日

慶
祝 

釈
尊
ご
生
誕

タ
レ
ン
ト

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

春
彼
岸
会
法
要

犬山成田山 検索

犬山成田山
ホームページ

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

毎月 1 回 25 日発行
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灌か

ん

仏ぶ

つ

会え

慶
祝
釈
尊
ご
生
誕

四
月
七
日
（
金
）、
八
日
（
土
）

　
　
九
日
（
日
）　
聖
蘭
堂
に
て

　
四
月
八
日
は
、
仏
教
を
開
か
れ
た
釈
尊
（
お
釈
迦
さ

ま
）
の
ご
生
誕
日
で
す
。
当
山
で
は
釈
尊
ご
生
誕
を
祝

し
、
釈
迦
如
来
像
（
誕
生
仏
）
を
花は

な

御み

堂ど
う

に
お
祀
り
し

甘
茶
を
灌
ぐ
『
灌
仏
会
』
を
四
月
七
日
、
八
日
、
九
日

の
三
日
間
厳
修
い
た
し
ま
す
。
甘
茶
の
ご
接
待
も
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

花
ま
つ
り

◆
と

き
　
四
月
二
十
九
日
よ
り
五
月
七
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
作
品
提
出
締
切
は
七
日
午
後
五
時

◆
と

こ

ろ
　
当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

◆
参
加
資
格
　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参

加

料
　
無
　
料

◆
参

加

賞
　
作
品
提
出
時
に
参
加
賞
（
お
菓
子
・
飲
物
）

　
　
　
　
　
　
　
を
差
し
上
げ
ま
す
︒

◆
画

材
　
指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
絵
の
具
、
ク
レ
パ
ス
、
画
板
、
筆
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
ご
持
参
下
さ
い
︒

◆
入
賞
者
発
表
　
当
紙
五
月
号
紙
上
に
て
発
表
︒

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名
簿
を
送
付

　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
︒

◆
表

彰

式
　
六
月
四
日
（
日
）　
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

学
童
写
生
大
会

第68回

　

三
月
二
十
一
日
、
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
弘
法
堂
に
て
、
ご
先

祖
さ
ま
へ
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧

げ
、
自
然
を
称
え
生
物
を
慈
し

む
「
春
彼
岸
会
」
併
せ
て
「
宗
祖

弘
法
大
師
正
御
影
供
」
が
、
宮
本

主
監
お
導
師
の
も
と
営
ま
れ
ま
し

た
。

　

法
要
に
は｢

霊
雲
閣｣

に
お
位

牌
を
奉
祀
さ
れ
る
ご
遺
族
を
は
じ

め
、
先
祖
供
養
、
水
子
供
養
の
誠

を
捧
げ
る
多
数
の
方
々
が
参
列
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
真
言
宗
宗
祖

で
あ
る
弘
法
大
師
が
承
和
二
年

︵
八
三
五
︶、
高
野
山
に
て
ご
入
定

さ
れ
た
日
に
あ
た
り
、
お
大
師
さ

ま
の
尊
像
の
ご
宝
前
に
お
い
て
、

宗
祖
弘
法
大
師
に
報
恩
感
謝
の
誠

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
、
受
験
合
格
、
学
業

成
就
を
祈
願
す
る﹃
合
格
祈
願
会
﹄

が
、
一
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
厄

難
消
除
、
身
体
健
全
を
祈
願
す
る

﹃
厄
除
大
祈
願
会
﹄
が
、
二
月
一

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
祈
願
会
に
は
、
連

日
大
勢
の
ご
信
徒
が
参
拝
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
捧
げ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
尚
、
当
山
で
は
、
合

格
祈
願
、厄
除
祈
願
の
ご
祈
祷
は
、

一
年
を
通
し
て
受
付
け
て
お
り
ま

す
。

　

三
月
十
二
日
、
成
田
山
勧
学
院

生
二
名
が
山
瀬
勧
学
院
監
督
と
と

も
に
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
田
山
勧
学
院
は
、
成
田
山
新

勝
寺
に
設
け
ら
れ
た
真
言
宗
智
山

派
僧
侶
の
育
成
機
関
で
、
本
年
度

は
二
名
の
院
生
が
修
行
し
て
お
り

ま
す
。

春
彼
岸
会
法
要
　
併
せ
て

宗
祖
弘
法
大
師
正
御
影
供
営
む

厄
除
祈
願
会

合
格
祈
願
会
結
願

成
田
山
勧
学
院

　
　
祖
山
参
拝

開
創
七
十
周
年

　

本
年
、
当
山
は
開
創
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
今
年
は
宗

祖
弘
法
大
師
ご
生
誕
一
二
五
〇
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
大
勝
縁
に
あ
た
り
当
山
で
は
、
弘
法
堂
改
修
工
事
（
屋

根
修
繕
及
び
銅
板
屋
根
葺
替
え
工
事
、
内
外
装
改
修
工
事
）
並
び

に
境
内
各
所
整
備
の
諸
事
業
を
発
願
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
信
徒
各
位
に
は
こ
の
趣
意
に
ご
理
解
ご
賛
同
賜
り
、
格
段
の

ご
信
助
を
頂
き
た
く
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
、
奉
賛
金　
　

一
口　

一
万
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田
山
名
古
屋
別
院

記
念
事
業
奉
賛
の
お
願
い
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三
月
二
十
一
日
、
ご
先
祖
さ
ま

始
め
一
切
の
精
霊
を
供
養
す
る
春

彼
岸
会
法
要
が
営
ま
れ
、
大
勢
の

檀
信
徒
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
法
要
後
、
墓
前
、
子

育
・
水
子
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
各
々

足
を
運
ば
れ
、
香
を
手
向
け
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
着
用
、距
離
の
確
保
な
ど
、

感
染
防
止
に
配
慮
の
上
、
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
務
原
市
全
国
ま
ち
お
こ
し
映

画
祭
実
行
委
員
会
︵
代
表　

大
野

達
也
氏
︶
に
よ
る
映
画
撮
影
が
、

三
月
四
日
、
十
一
日
の
二
週
に
亘

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
貞
照
寺
開
創
川
上
貞

奴
女
史
が
生
誕
一
五
〇
年
記
念
に

併
せ
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、

両
日
共
に
役
者
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ

が
来
山
さ
れ
、
撮
影
に
臨
ま
れ
ま

し
た
。

　

出
世
稲
荷
の
ご
縁
日
で
あ
る
二

月
十
七
日
︵
二
の
午
︶、
出
世
稲

荷
堂
に
て
出
世
稲
荷
祭
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

  

三
月
五
日
、
四
日
市
支
部
︵
支

部
長
＝
上
杉
勝
治
氏
︶
の
支
部
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
員
四
十
九
名
が
参
集
し
、

先
ず
は
十
一
時
の
大
護
摩
供
に
参

拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
信
徒
会

館
に
て
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
宮
本
主
監
の
挨
拶
に
続
き

上
杉
支
部
長
の
挨
拶
後
、
議
題
に

う
つ
り
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
収
支
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い

て
今
年
度
の
事
業
報
告
案
及
び
予

算
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
当
山
僧
侶
よ
り
法
話

を
頂
戴
し
総
会
は
閉
会
し
ま
し

た
。
閉
会
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。　

上
林
記

貞
照
寺
だ
よ
り

  灌
か ん

仏
ぶ つ

会
え

慶 祝  釈 尊 ご 生 誕

４月７日（金）
　　８日（土）
　　９日（日）

甘茶をお召し上がりいた
だけます。ご家族お揃い
でどうぞお参り下さい。

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

支
部
総
会
開
催

ー
四
日
市
支
部
ー

春
彼
岸
会
法
要

　
　
　
　
営
む

境
内
に
て

　
映
画
撮
影

出
世
稲
荷
祭
厳
修

４月 29 日
　～５月７日

学童写生大会

詳細は２面をご覧下さい

第 68 回

奉
納
御
礼

本
堂
前
大
幟
　
一
対

安
田
薫
子
様（
岐
阜
市
）

ホームページ
ＱＲコード

宗祖弘法大師ご誕生１２５０年の記念の年に総本
山智積院参拝旅行を下記の通り企画しました。
多くの方々のご参加をお待ち申し上げます。

＜総本山智積院参拝旅行＞
索の会  名古屋成田講支部企画

参加者募集

◆日　程　6月 8日（木）～ 9日（金）1泊 2 日
◆行　程

◆旅　　費　お一人様３万５千円
◆募集人員　30 名（索の会会員でない方も
　　　　　　ご参加頂けます。）
◆問い合わせ　成田山索の会事務局まで
　　　　　　電話　0568-61-2585

＜１日目＞
名鉄犬山駅もしくは名古屋名鉄バスセンター集合
～平安神宮、三十三間堂など京都市内を散策～
智積院会館に宿泊（夕食：京会席精進料理）
＜２日目＞
朝勤行拝観後、智積院発～比叡山延暦寺（参拝昼
食）～ラコリーナ近江八幡～名鉄バスセンター
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

一
宮
市　
　

藤　

井　
　

義　

弘

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

　

〃　
　
　

宮　

澤　
　

保　

雄

小
牧
市　
　

近　

藤　
　

孝　

紀

春
日
井
市　

近　

藤　
　

翔　

太

弥
富
市　
　

吉　

村　
　

法　

明

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

豊
島
㈱

一
宮
市　
　

㈱
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

一
宮
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇　

雅
人

名
古
屋
市　

㈱
マ
ル
モ
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

保
田　

範
博

豊
田
市　
　

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

　
　
　
　
　
　

堤
工
場　

車
体
部

岐
阜
市　
　

剱
崎
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
友
会

　

〃　
　
　

剱
崎
建
設
㈱

　
　
　
　
　

労
働
災
害
防
止
協
力
会

み
よ
し
市　

水　

谷　
　

健　

志

半
田
市　
　

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

名
古
屋
市　

松
下
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

継
見

各
務
原
市　

東
海
共
栄
サ
ポ
ー
ト
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

敦

各
務
原
市　

渡　

辺　
　
　
　

敦

　

〃　
　
　

西　

澤　
　

俊　

輔

江
南
市　
　

リ
ュ
ウ
エ
イ
機
工
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　

小
森　

隆
之

豊
田
市　
　

三
栄
工
業
㈱

岐
阜
市　
　

小　

椋　
　

須　

魔

名
古
屋
市　

㈱
新
生
工
務

丹
羽
郡　
　

ト
ー
シ
ン
テ
ッ
ク
㈱

名
古
屋
市　

Ｎ
Ｘ
日
本
通
運
㈱

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
フ
ォ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ン
グ
支
店

多
治
見
市　

㈱
Ｔ
Ｙ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込　

進

瑞
浪
市　
　

伸
永
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
広

瀬
戸
市　
　

㈲
遠
山
シ
ー
ケ
ン
ス

多
治
見
市　

日
比
野　
　
　
　

翔

春
日
井
市　

上　

田　
　

芳
珠
子

江
南
市　
　

㈱
貴
翔
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

茂
信

名
古
屋
市　
徳
川
皮
フ
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井　

美
津
子

春
日
井
市　

石　

川　
　

利　

美

豊
明
市　
　

近　

藤　
　

正　

子

名
古
屋
市　

名
北
技
研
販
売
㈱

小
牧
市　
　

鈴　

木　
　

裕　

之

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

剱
崎
清
友
会
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

  

索
の
会
丹
羽
支
部
勝
田
鑛
一
氏

が
二
月
二
十
二
日
、
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。告
別
式
は
二
月
二
十
四
日
、

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
一
平
第
一
に

て
営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
勝
田

悟
氏
。

　

当
山
元
信
徒
部
長
堀
江
英
治
氏

が
三
月
二
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
告
別
式
は
三
月
五
日
、
愛
昇

殿
レ
ク
ス
ト
犬
山
に
て
営
ま
れ
ま

し
た
。
喪
主
は
堀
江
亮
氏
。

　
「
目
は
口
程
に
物
を
言
う
」
と

言
い
ま
す
。
日
本
人
は
感
情
を
読

み
取
る
際
に
目
元
を
重
視
し
、
相

手
の
口
元
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
に

抵
抗
感
が
な
い
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
マ
ス
ク
を

は
ず
し
て
、
ご
参
詣
の
皆
様
に
素

顔
で
対
応
で
き
る
日
が
一
日
も
早

く
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
記

中
二
　
岩
永
　
陽
菜

小
六
　
加
藤
　
の
ぞ
み

小
五
　
中
山
　
星
那

【
評
】
一
画
一
画
大
変
丁
寧
に
書
け
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
感
じ
を
受
け
ま
す

【
評
】
紙
面
い
っ
ぱ
い
堂
々
と
書

け
ま
し
た

【
評
】
自
信
あ
ふ
れ
る
書
き
方
に

好
感
が
持
て
ま
す

４月の成田山行事
◆ご縁日　1 日、15 日、28 日
◆灌

か ん ぶ つ え

仏会
　　　７日、８日、９日　聖蘭堂
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆ほうろく灸　21 日　弘法堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3 階
◆学童写生大会
　　　4 月 29 日～ 5 月 7 日

紙
上
書
道
展

編
集
室
よ
り

二　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
登
山
講
社

二
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

お
く
や
み

勝
田
鑛
一
氏

堀
江
英
治
氏

当山ではご信徒皆様が安全に参拝できる
よう、以下の対策を実施しております。

当山の新型コロナウイルス感染防止対策

◆受付窓口へのビニールガード
　の設置
◆アルコール消毒液の設置
◆受付職員のマスク着用
◆諸堂の換気の徹底
◆本堂参拝者への検温
◆本堂参拝者の入堂人数制限

体調がすぐれない場合はご参詣をお控え下さい。


